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議

長

大

島

理

森

殿

衆
議
院
議
員
阿
部
知
子
君
提
出
大
学
等
に
お
け
る
英
語
授
業
の
外
部
化
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す

る
。



衆
議
院
議
員
阿
部
知
子
君
提
出
大
学
等
に
お
け
る
英
語
授
業
の
外
部
化
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

政
府
と
し
て
は
、
労
働
者
派
遣
事
業
の
適
正
な
運
営
の
確
保
及
び
派
遣
労
働
者
の
保
護
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
六
十
年

法
律
第
八
十
八
号
。
以
下
「
労
働
者
派
遣
法
」
と
い
う
。
）
に
違
反
す
る
事
案
に
つ
い
て
は
、
お
尋
ね
の
小
学
校
、
中
学
校

及
び
高
等
学
校
に
お
け
る
事
案
を
区
分
し
て
把
握
し
て
お
ら
ず
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
労
働
者
派
遣
法
に

違
反
す
る
事
案
を
把
握
し
た
場
合
に
は
、
指
導
、
助
言
、
勧
告
等
を
行
う
な
ど
適
切
に
対
応
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
と
と
も

に
、
各
種
会
議
を
通
じ
、
各
都
道
府
県
・
指
定
都
市
教
育
委
員
会
に
対
し
て
、
御
指
摘
の
「
外
国
語
指
導
助
手
の
請
負
契
約

に
よ
る
活
用
に
つ
い
て
」
（
平
成
二
十
一
年
八
月
二
十
八
日
付
け
二
十
一
初
国
教
第
六
十
五
号
文
部
科
学
省
初
等
中
等
教
育

局
国
際
教
育
課
長
通
知
）
の
趣
旨
の
徹
底
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

二
に
つ
い
て

御
指
摘
の
事
案
に
つ
い
て
は
、
詳
細
な
事
実
関
係
が
明
ら
か
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
お
答
え
は
差
し
控
え
た
い
が
、
一
般

論
と
し
て
は
、
大
学
が
単
位
を
授
与
す
る
た
め
に
開
設
す
る
授
業
科
目
の
授
業
に
つ
い
て
は
、
学
長
に
統
督
さ
れ
た
当
該
授

業
科
目
を
担
当
す
る
教
員
（
以
下
「
担
当
教
員
」
と
い
う
。
）
が
実
施
す
る
こ
と
が
原
則
で
あ
り
、
大
学
が
担
当
教
員
以
外

一



の
者
を
活
用
す
る
場
合
に
は
、
学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
、
労
働
者
派
遣
法
等
の
関
係
法
令
の
規

定
に
則
し
て
実
施
さ
れ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

三
に
つ
い
て

文
部
科
学
省
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
、
大
学
に
お
け
る
請
負
契
約
等
に
関
す
る
留
意
点
に
つ
い
て
学
校
法
人
等
に
示
す

と
と
も
に
、
当
該
留
意
点
に
つ
い
て
大
学
か
ら
相
談
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
当
該
大
学
に
対
し
都
道
府
県
労
働
局
へ
の
確
認

を
促
す
な
ど
、
労
働
関
係
法
令
の
適
正
な
運
用
を
指
導
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
現
時
点
に
お
い
て
は
、
御
指
摘
の
よ
う

な
調
査
を
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。
今
後
、
文
部
科
学
省
の
主
催
す
る
全
国
の
大
学
を
対
象
と
し
た
会
議
等
を
通
じ
て
、

各
大
学
に
お
け
る
外
国
語
科
目
等
の
教
育
活
動
の
実
態
等
を
把
握
し
、
必
要
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
各
大
学
に
お
け
る
外

国
語
科
目
等
の
教
育
活
動
の
適
正
な
実
施
を
求
め
る
通
知
を
発
出
す
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

四
に
つ
い
て

御
指
摘
の
事
案
に
つ
い
て
は
、
詳
細
な
事
実
関
係
が
明
ら
か
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
お
答
え
を
差
し
控
え
た
い
が
、
一
般

論
と
し
て
は
、
文
部
科
学
省
は
、
大
学
の
設
置
等
の
認
可
の
申
請
及
び
届
出
に
係
る
手
続
等
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
八
年

文
部
科
学
省
令
第
十
二
号
）
第
十
四
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
学
部
等
の
設
置
の
認
可
を
受
け
た
者
又
は
届
出
を
行
っ
た
者
に

二



対
し
、
当
該
認
可
又
は
届
出
に
係
る
学
部
等
の
設
置
に
関
す
る
計
画
等
（
以
下
「
設
置
計
画
等
」
と
い
う
。
）
の
履
行
の
状

況
を
確
認
す
る
た
め
の
調
査
を
毎
年
行
っ
て
お
り
、
そ
の
調
査
の
結
果
、
当
該
設
置
計
画
等
と
そ
の
履
行
の
状
況
が
異
な
る

こ
と
が
判
明
し
た
場
合
は
、
原
則
と
し
て
、
当
該
設
置
計
画
等
の
と
お
り
履
行
す
る
よ
う
指
導
し
て
い
る
。

ま
た
、
学
部
等
の
設
置
の
認
可
の
申
請
又
は
届
出
に
お
い
て
、
偽
り
そ
の
他
不
正
の
行
為
が
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
場
合

は
、
大
学
、
大
学
院
、
短
期
大
学
及
び
高
等
専
門
学
校
の
設
置
等
に
係
る
認
可
の
基
準
（
平
成
十
五
年
文
部
科
学
省
告
示
第

四
十
五
号
）
第
二
条
第
一
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
当
該
行
為
が
判
明
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
以
内
で
相
当
と
認
め
る
期

間
は
、
当
該
認
可
の
申
請
又
は
当
該
届
出
を
し
た
者
か
ら
新
た
な
学
部
等
の
設
置
を
求
め
る
認
可
の
申
請
が
あ
っ
て
も
認
可

を
し
な
い
も
の
と
し
て
い
る
。

三


